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住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

一
般
会
計
歳
出
総
額
は
約
1
1
8
億
円

　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
状
況
は
、

歳
入
が
1
2
3
億
8
8
0
1
万
5
0
4
1
円
、

歳
出
が
1
1
8
億
1
0
2
万
4
5
0
7
円
で
し

た
。　

年
度
の
決
算
額
と
比
較
す
る
と
、
歳
入

30

は
3
億
1
7
3
6
万
円
（
2
・
6
％
）、
歳
出
は
2

億
8
2
7
6
万
7
千
円
（
2
・
5
％
）
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

※
以
下
、
一
般
会
計
の
千
円
未
満
は
四
捨
五
入
。

※
（　

）
内
は
対
前
年
度
比
。

【
歳
入
】

　

市
税
は
、
法
人
税
割
の
増
収
に
よ
る
市
民
税

の
増
な
ど
に
よ
り
4
7
3
万
円
（
0
・
1
％
）
増

一
般
会
計

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
保
育
所
等
整
備
交
付
金
の

減
に
よ
り
、
3
8
2
9
万
6
千
円
（
2
・
9
％
）

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
支
出
金
は
、
災
害
救
助
費
繰
替
支
弁
金
負

担
金
の
増
に
よ
り
4
4
7
6
万
3
千
円
（
5
・
8

％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
産
収
入
は
、
旧
興
野
小
学
校
の
跡
地
売
払

収
入
の
減
な
ど
に
よ
り
、
4
1
2
4
万
5
千
円

（　

・
8
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

85

　

繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基
金
等
の
取
り
崩
し

の
減
に
よ
り
、
1
億
2
0
9
0
万
6
千
円
（　
・
46

2
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
債
は
、
消
防
施
設
整
備
事
業
債
や
公
共
土

木
単
独
災
害
復
旧
事
業
債
の
増
な
ど
に
よ
り
、

1
億
1
0
8
0
万
円
（　

・
7
％
）
の
増
額
と
な

21

り
ま
し
た
。

※
1　

合
併
算
定
替
：
普
通
交
付
税
の
算
定
に
お
い
て
、
旧

南
那
須
町
と
旧
烏
山
町
で
そ
れ
ぞ
れ
計
算
し
た
額
を
合
算
し

た
も
の
。

※
2　

一
本
算
定
：
普
通
交
付
税
の
算
定
に
お
い
て
、
合
併

後
の
市
と
し
て
計
算
し
た
額
。
一
般
的
に
は
合
併
算
定
替
の

額
よ
り
少
な
く
算
定
さ
れ
る
。

【
歳
出
】

　

議
会
費
は
、
議
場
用
音
響
設
備
改
修
工
事
の

終
了
に
よ
り
、
1
0
3
9
万
9
千
円
（
7
・
0
％
）

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
費
は
、
庁
舎
整
備
基
金
積
立
金
の
増
な

ど
に
よ
り
、
8
4
2
2
万
円
（
5
・
8
％
）
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に

よ
る
災
害
救
助
事
業
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、
7

2
4
9
万
4
千
円
（
1
・
9
％
）
の
増
額
。
な
お
、

民
生
費
は
、
全
体
の　

・
6
％
を
占
め
、
総
額

32

で　

億
4
5
4
9
万
2
千
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

38

　

衛
生
費
は
、
災
害
廃
棄
物
処
理
費
の
増
に
伴

い
、
7
0
2
4
万
2
千
円
（
5
・
3
％
）
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
畜
産
担
い
手
育
成
総
合

整
備
事
業
費
の
減
に
よ
り
、
4
5
7
5
万
4
千

円
（　

・
7
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

11

　

商
工
費
は
、
国
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
費
の
増
に
よ
り
、
1
7
3
2
万
7
千
円
（
3
・

3
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
は
、
清
水
川
せ
せ
ら
ぎ
公
園
整
備
費

の
減
に
よ
り
、
1
4
0
8
万
1
千
円
（
2
・
0
％
）

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
合
併
特
例
債
を
活
用

し
た
道
路
整
備
は
6
路
線
、
辺
地
対
策
事
業
債

は
1
路
線
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

消
防
費
は
、
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
防
災

決元年度

算SETTLEMENT OF ACCOUNTS

　

令
和
元
年
度
の
決
算
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

元
年
度
は
、
第
2
次
総
合
計
画
2
年
目
の
年
と
し
て
、
目
指
す
べ
き
将
来
像

に
向
け
、
限
ら
れ
た
財
源
を
計
画
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
各
種
事

業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
に
迅
速
に
対
応
し
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
防
災
I
n
f
o
な
す
か
ら
す
や
ま
）
整
備
事
業
、
市

内
保
育
環
境
の
充
実
を
目
的
と
し
た
民
間
小
規
模
保
育
所
整
備
支
援
事
業
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
お
よ
び
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
道
路
整
備
事
業
を

は
じ
め
、
武
道
館
外
構
整
備
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

の　

億
7
8
7
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

32

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定

替
（
※
1
）
の
縮
減
措
置
が
4
年
目
と
な
っ
た
も

の
の
、
基
準
財
政
需
要
額
が
伸
び
た
こ
と
な
ど

か
ら
1
億
1
5
5
3
万
4
千
円
（
3
・
0
％
）
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
交
付
税
は
、
令
和

元
年
東
日
本
台
風
災
害
対
策
分
が
加
わ
り
、
2

億
9
1
3
3
万
8
千
円
（　

・
6
％
）
増
額
と
な

51

り
、
地
方
交
付
税
全
体
で
は
4
億
6
8
7
万
2

千
円
（
9
・
3
％
）
増
の
総
額　

億
7
7
8
5
万

47

5
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
本
市
に
お
い

て
は
、
合
併
団
体
の
た
め
平
成　

年
度
ま
で
の

27

　

年
間
、
特
例
措
置
と
し
て
、
一
本
算
定
（
※
2
）

10と
合
併
算
定
替
を
比
較
し
て
有
利
な
額
が
交
付
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▲令和元年東日本台風により浸水した農地や道路（岩子）

I
n
f
o
な
す
か
ら
す
や
ま
）
整
備
事
業
費
の
増
に
よ

り
、
1
億
4
4
3
万
3
千
円
（　

・
4
％
）
の
増

17

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
学
校
施
設
整
備
基
金
積
立
金
の

減
や
武
道
館
外
構
整
備
事
業
の
終
了
に
よ
り
、

1
億
4
9
9
万
3
千
円
（
8
・
7
％
）
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
費
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
災

害
に
よ
る
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
や
公

共
土
木
災
害
復
旧
費
の
増
に
よ
り
、
1
億
3
4

0
8
万
7
千
円
（
3
9
6
0
・
0
％
）
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
元
利
償
還
金
が　

億
6
8
0
3

13

万
円
に
な
り
、
2
4
6
4
万
9
千
円
（
1
・
8
％
）

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
の
事
業
勘
定
（
※
3
）
は
、
歳

入
が　

億
6
2
1
5
万
6
8
4
2
円
、
歳
出
が

35

　

億
1
6
5
1
万
3
8
5
6
円
と
な
り
、
対
前

34年
度
比
で
は
歳
入
2
・
4
％
、
歳
出
5
・
0
％

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
診
療
施
設
勘
定
は
、
歳
入
が
5
8
0
3
万

4
1
1
0
円
、
歳
出
が
5
4
6
8
万
9
2
3
0

円
と
な
り
、
歳
入　

・
8
％
、
歳
出
3
・
8
％

11

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

※
事
業
勘
定
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
を
運
営
す
る
会
計
で
、

診
療
施
設
勘
定
は
、
境
診
療
所
・
七
合
診
療
所
を
運
営
す
る
会

計
で
す
。

　

熊
田
診
療
所
は
、
歳
入
が
4
7
2
0
万
7
7

8
1
円
、
歳
出
が
4
4
1
5
万
2
4
7
円
と
な

り
ま
し
た
。
診
療
収
入
が
9
・
9
％
減
額
で
、

へ
き
地
診
療
所
設
備
整
備
費
補
助
金
の
減
額
な

5650万7千円
185万7千円
4145万8千円
2200万9千円
803万7千円
219万9千円
1162万8千円
692万4千円

地方特例交付金
利子割交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
株式等譲渡所得割交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
環境性能割交付金

地方譲与税
1億4280万2千円

公債費
13億6803万円

総務費
15億4864万
3千円

民生費
38億4549万
2千円

衛生費
13億8819万
2千円

農林水産業費
3億4375万7千円

土木費　6億8252万2千円

商工費　5億4257万1千円
労働費　20万5千円

教育費　11億297万7千円

災害復旧費　1億3747万3千円
議会費　1億3748万6千円

消防費　7億367万7千円

地方消費税交付金
4億7812万8千円
県支出金
8億1327万1千円
市債
6億2090万円

国庫支出金
12億7636万7千円

地方交付税
47億7785万5千円

市税
32億7870万円

2億7239万6千円
5098万7千円

1億4104万6千円

繰越金
使用料及び手数料
繰入金

7207万2千円
683万8千円
1315万2千円

2億9288万2千円

分担金及び負担金
財産収入
寄付金
諸収入

※千円未満四捨五入

一般会計

41億2807万3千円
（構成比33.3％）

自主財源

82億5994万2千円
（構成比66.7％）

依存財源

123億8801万
5千円

歳入

118億102万
5千円

歳出

※収益的収支は、サービス提供の対価としての料金収
入や人件費、物件費、固定資産の減価償却費など。
資本的収支は、効果が次年度以降に及ぶもので、施設
整備費や企業債の元金償還金などです。

特別会計・企業会計

特
別
会
計

■国民健康保険（事業勘定）
３５億６２１５万６８４２円歳入
３４億１６５１万３８５６円歳出

■国民健康保険（診療施設勘定）
５８０３万４１１０円歳入
５４６８万９２３０円歳出

■熊田診療所
４７２０万７７８１円歳入
４４１５万 ２４７円歳出

■後期高齢者医療
３億５３２６万３９２６円歳入
３億４８９３万６８５２円歳出

■介護保険
２８億２６１３万５２９４円歳入
２７億６５３３万８５０９円歳出

■農業集落排水事業
６２４０万 ５２６円歳入
５９５０万７６３６円歳出

■下水道事業
３億３９９７万４０１０円歳入
３億２００１万６２９４円歳出

■水道事業（公営企業会計）※
６億３８９３万９９２２円収益的収入
５億３４５１万４９２３円収益的支出
５１２３万１４２４円資本的収入

３億３８６４万５７６９円資本的支出
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ど
も
あ
り
、
歳
入
総
額
は　

・
9
％
の
減
額
で

25

し
た
。
一
方
、
歳
出
は
、
医
療
用
備
品
の
購
入

費
が
大
幅
に
減
っ
た
た
め　

・
6
％
の
減
額
と

22

な
り
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
歳
入
が
3
億
5
3
2

6
万
3
9
2
6
円
、
歳
出
が
3
億
4
8
9
3
万

6
8
5
2
円
と
な
り
、
歳
入
は
1
・
8
％
、
歳

出
は
2
・
0
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
歳
入
が　

億
2
6
1
3
万
5

28

2
9
4
円
、
歳
出
が　

億
6
5
3
3
万
8
5
0

27

9
円
と
な
り
ま
し
た
。
2
年
3
月
末
現
在
の
要

介
護
お
よ
び
要
支
援
認
定
者
数
は
、
1
6
1
4

人
で
、
そ
の
う
ち　

・
4
％
の
1
4
2
6
人
が

88

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
が　
・
1
％
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は　
・

80

19

9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
歳
入
が
6
2
4
0

万
5
2
6
円
、
歳
出
が
5
9
5
0
万
7
6
3
6

円
で
し
た
。

　

南
那
須
地
区
と
烏
山
地
区
の
中
心
部
で
供
用

さ
れ
て
い
る
下
水
道
事
業
は
、
歳
入
が
3
億
3

9
9
7
万
4
0
1
0
円
、
歳
出
が
3
億
2
0
0

1
万
6
2
9
4
円
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
計
画

1
8
7
・
8
h
a
の
う
ち
、
元
年
度
末
で
1
8

企
業
会
計

5
・
2
h
a
の
整
備
が
終
了
し
、
整
備
率
は　
・
98

6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、
令
和
元
年

度
か
ら
簡
易
水
道
事
業
と
統
合
し
、
収
益
的
収

入
が
6
億
3
8
9
3
万
9
9
2
2
円
、
収
益
的

支
出
が
5
億
3
4
5
1
万
4
9
2
3
円
。
資
本

的
収
入
が
5
1
2
3
万
1
4
2
4
円
、
資
本
的

支
出
が
3
億
3
8
6
4
万
5
7
6
9
円
と
な
り

ま
し
た
。
差
引
不
足
額
2
億
8
7
4
1
万
4
3

4
5
円
は
、
当
年
度
分
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
、
過
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
お
よ
び
当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　

建
設
改
良
で
は
、
国
道
・
県
道
の
道
路
改
良

工
事
に
伴
い
、
中
山
・
大
沢
地
内
配
水
管
布
設

替
工
事
な
ど
を
実
施
。
水
道
施
設
更
新
事
業
は
、

第
3
城
東
取
水
場
、
第
5
興
野
取
水
場
お
よ
び

境
浄
水
場
の
取
水
ポ
ン
プ
取
替
工
事
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
や
財
政
分
析
指
標
っ
て
?
～
み
ん
な
の
ギ
モ
ン
を
解
決
し
ま
す
～

　

財
政
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
る
こ
こ
な
す
姫
の
疑
問
に
財

政
さ
ん
が
答
え
て
く
れ
る
よ
う
で
す
!
み
な
さ
ん
も
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。（
Q
1
～
Q
3
：
健
全
化
判
断
比
率
編
、
Q
4
～
Q

7
：
財
政
分
析
指
標
編
）

A
1
坩
実
質
公
債
費
比
率
は
6
・
7
％
（
対
前
年
度
比
▲
0
・

3
％
）、
将
来
負
担
比
率
は
引
き
続
き
0
％
を
維
持
し
ま
し

た
。
実
質
公
債
費
比
率
は
合
併
時
（
平
成　

年
度
）
以
降
、
将

17

来
負
担
比
率
は
平
成　

年
度
以
降
毎
年
度
改
善
し
て
い
ま

25

す
。 Q

A
5
坩
こ
の
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
財
政
状
況
が
苦
し

く
な
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
一
般
財
源
の
う
ち　

・
91

7
％
を
経
常
的
な
経
費
で
使
い
切
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。　

％
を
超
え
る
と
、
公

90

共
事
業
な
ど
投
資
的
経
費
に
お
金
を
回
す
余
力
が
少

な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 Q
A
6
坩
決
算
規
模
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
金
額
は
、

市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
標
準
的
に
収
入
で
き
る
と
見

込
ま
れ
る
一
般
財
源
の
総
額
を
言
い
ま
す
。
行
政
運
営

す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
国
や
県

か
ら
の
お
金
や
市
が
借
入
す
る
地
方
債
な
ど
も
あ
り
ま

す
の
で
、
元
年
度
の
歳
入
決
算
額
も
1
2
3
億
円
台
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Q

健
全
化
判
断
比
率
な

ど
の
公
表

1

5

6

Q　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
前
年
度
と
比
べ
て
ど
う
変

わ
っ
た
の
?

Q　

経
常
収
支
比
率
っ
て
ど
ん
な
指
標
?

Q　

標
準
財
政
規
模
が　

億
円
台
で
推
移
し
て
い
ま
す

80

が
、
こ
れ
は
望
ま
し
い
決
算
規
模
を
示
し
て
い
る
金
額

な
の
?

括
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A
2
坩
地
方
債
（
借
金
）
の
新
規
発
行
を
抑
制
し
て
地
方
債

残
高
の
減
額
を
図
っ
た
こ
と
や
、
基
金
残
高
（
貯
金
）
が
増

額
し
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
改

善
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。（
Q
4
参
照
） Q

A
3
坩
将
来
負
担
比
率
が
0
％
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
は
、

着
実
に
財
政
健
全
化
が
図
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
ま
だ
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
市
の

歳
入
の
柱
は
地
方
交
付
税
で
す
が
、
合
併
時
の
有
利
な
計

算
が
終
了
し
、
大
幅
に
減
額
さ
れ
て
い
く
段
階
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
後
、
行
政
需
要
に
見
合
っ
た
公
共
施

設
の
統
廃
合
や
更
な
る
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
Q

Q

A
7
坩
財
政
力
指
数
が
「
1
・
0
」
を
超
え
る
自
治
体

は
、
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
で
標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
全
て
を
ま
か
な
え
て
い
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
本

市
は
、「
1
・
0
」
に
満
た
な
い
分
を
普
通
交
付
税
に

よ
っ
て
補
て
ん
さ
れ
る
こ
と
で
、
標
準
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

財
政
力
指
数
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
た
め
、
普
通
交
付
税
が
有
利
に
交
付
さ
れ

る
よ
う
な
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Q

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
「
実
質
赤

字
比
率
」、「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」、

「
実
質
公
債
費
比
率
」、「
将
来
負
担
比

率
」
の
健
全
化
判
断
比
率
4
指
標
と
資

金
不
足
比
率
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま

し
た
。

（　

）
内
は
、
早
期
健
全
化
基
準
で
、

ど
れ
か
一
つ
で
も
基
準
を
超
え
る
と
財

政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。
な
お
、
数
値
に
つ
い
て
は
少

な
く
な
る
ほ
ど
健
全
化
が
図
ら
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■
実
質
赤
字
比
率
…
な
し（　
・　

％
）

13
71

■
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
な
し（　
・　

％
）

18
71

■
実
質
公
債
費
比
率
…
6
・
7
％（　
・
0
％
）

25

■
将
来
負
担
比
率
…
な
し（
3
5
0
・
0
％
）

■
資
金
不
足
比
率
…
該
当
な
し

・
実
質
赤
字
比
率
：
普
通
会
計（
一
般
会
計
お
よ
び
熊
田
診

療
所
特
別
会
計
）に
生
じ
て
い
る
赤
字
額
の
大
き
さ
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
。

・
連
結
実
質
赤
字
比
率
：
全
会
計
を
対
象
と
し
た
赤
字

額（
ま
た
は
資
金
不
足
額
）の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
。

・
実
質
公
債
費
比
率
：
普
通
会
計
が
負
担
す
る
元
利
償

還
金
お
よ
び
準
元
利
償
還
金
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率
の
3
か
年
の
平
均
。

・
将
来
負
担
比
率
：
公
営
企
業
や
一
部
事
務
組
合
へ
の

負
担
見
込
額
な
ど
を
含
め
、
普
通
会
計
が
将
来
負
担
す
べ

き
実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
。

・
資
金
不
足
比
率
：
公
営
企
業
の
資
金
不
足
額
を
、
事

業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規
模
と
比
較
し
表
し
た
経

営
状
態
の
悪
化
の
度
合
い
。

・
標
準
財
政
規
模
：
通
常
収
入
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る

経
常
的
一
般
財
源
の
規
模
。

令和元年度平成30年度区　分
109億7358万9千円116億4675万1千円地方債残高
73億4385万7千円68億4495万6千円基金残高

91.7％93.0％経常収支比率
81億4686万9千円82億930万4千円標準財政規模

0.4530.452財政力指数（3か年平均）
0.4470.463財政力指数（単年度）

財政分析指標（一般会計）

ここなす姫 財政さん

7

2
3

4

Q　

実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
が
改
善
さ
れ
た

理
由
は
?

Q　

財
政
状
況
が
厳
し
い
っ
て
聞
い
た
け
ど
、
こ
れ
か
ら

も
厳
し
い
の
?

Q　

財
政
分
析
指
標
の
地
方
債
残
高
と
基
金
残
高
は
、
ど
う
い
っ
た
お
金

な
の
?

Q　

最
後
に
、
財
政
力
指
数
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

A
4
坩
家
庭
の
家
計
簿
に
例
え
る
と
、
ロ
ー
ン
（
借
金
）
残
高
と
貯
金
残
高

で
す
。
令
和
元
年
度
は
、
前
年
度
よ
り
借
金
を
減
ら
し
て
貯
金
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
借
金
は
少
な
く
貯
金
が
多
い
」方
が
望
ま
し
い
の

は
一
般
家
庭
も
市
役
所
も
同
じ
で
す
。
引
き
続
き
貯
金
を
増
や
し
て
い
け

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
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令
和
2
年
第
6
回
市
議
会
9
月
定
例
会
が
9
月
1
日
昇

か
ら
9
月　

日
昇

ま
で　

日
間
の
日
程
で

15

11

開
か
れ
、
令
和
2
年
度
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
、
人
事
案
な
ど　

議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決

13

さ
れ
、
3
件
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
の
8
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
緯
0
2
8
7－

　

－

7
1
1
4
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

88

第 6回 市 議 会〇
一
般
会
計

　

令
和
2
年
度
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
・
歳

出
を
そ
れ
ぞ
れ
5
億
9
9
2
8
万
7
千
円
増

額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
1
4
6
億
5

6
5
4
万
4
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
敬
老
会
自
粛
に
伴

う
敬
老
会
開
催
事
業
費
7
9
2
万
5
千
円
を

減
額
す
る
一
方
、
各
自
治
会
の
感
染
症
対
策

の
た
め
自
治
会
振
興
費
9
9
5
万
円
、
避
難

所
機
能
や
行
政
機
能
、
検
診
な
ど
で
利
用
さ

れ
る
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備
の
改

修
費
と
し
て
1
億
6
3
5
0
万
円
を
増
額
し

ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
へ
の
対
策
と
し
て
、
こ

ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
助
成
を

令
和
2
年
度
の
補
正
予
算

元
年
度
8
会
計
の
決
算
を
認
定

2
年
度
予
算
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
中
心
に
補
正

　

一
般
会
計
と
6
つ
の
特
別
会
計
お
よ
び
企

業
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し

く
は
、
2
～
5
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2
0
0
0
円
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、　

歳
16

か
ら　

歳
ま
で
に
は
1
0
0
0
円
を
助
成
す

64

る
費
用
と
し
て
1
9
7
4
万
2
千
円
を
計
上

し
た
ほ
か
、
市
内
の
小
売
店
や
飲
食
店
を
支

援
す
る
た
め
プ
レ
ミ
ア
ム
率　

％
の
商
品
券

30

を
発
行
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
商

工
業
支
援
事
業
費
2
5
0
0
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
住
民
基
本
台
帳
お
よ
び
戸
籍

の
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
た
め
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
費
に
8
5

3
万
3
千
円
、
国
・
県
補
助
対
象
外
の
土
地

改
良
事
業
に
対
し
て
助
成
す
る
市
単
独
土
地

改
良
事
業
費
に
4
0
0
万
円
、
林
道
維
持
管

理
費
に
3
2
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

観
光
周
遊
シ
ス
テ
ム
や
動
画
作
成
の
た
め

の
観
光
振
興
費
に
5
7
0
万
7
千
円
を
計
上

し
た
ほ
か
、
道
路
維
持
管
理
費
に
2
5
5
3

万
5
千
円
、
道
路
保
全
費
に
1
4
0
0
万
円
、

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
の
救
急
車

に
オ
ゾ
ン
ガ
ス
発
生
器
や
感
染
防
止
服
な
ど

を
整
備
す
る
た
め
常
備
消
防
費
も
2
1
3
万

8
千
円
増
額
し
ま
し
た
。

　

教
育
関
係
で
は
、
土
曜
日
授
業
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
費
と
し
て
中
学
生
部
活
動
・
学

習
サ
ポ
ー
ト
事
業
費
に
5
2
0
万
円
、
児

童
・
生
徒
に
1
人
1
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

整
備
す
る
教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事

業
費
に
1
億
4
8
5
8
万
1
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
と
し
て
は
、
今
年
6
月
の
豪
雨

で
被
災
し
た
農
地
な
ど
の
復
旧
費
と
し
て
農

地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
に
1
6

5
9
万
4
千
円
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で

被
災
し
た
大
桶
運
動
公
園
整
備
費
と
し
て
公

共
土
木
災
害
復
旧
事
業
費
に
1
億
円
な
ど
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
緊
急
経
済
対
策
に
対
す
る
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
2
億
3
0
4
6
万
3
千

円
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入
に
対
す
る
公
立
学
校
情

報
機
器
整
備
費
補
助
金
5
1
3
4
万
5
千
円

な
ど
で
す
。

〇
特
別
会
計

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
の
歳
入
・
歳
出

を
そ
れ
ぞ
れ
2
3
1
4
万
1
千
円
増
額
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
を　

億
8
8
1
0
万
4

27

千
円
と
し
ま
し
た
。
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

前
年
度
の
保
険
給
付
費
、
地
域
支
援
事
業
費

の
実
績
に
基
づ
く
国
・
県
支
出
金
等
の
償
還

金
の
増
額
、
お
よ
び
高
額
医
療
合
算
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
保
険
給
付
費
の
増
額
な
ど

で
す
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
歳
入
・
歳

出
を
そ
れ
ぞ
れ
2
9
9
万
8
千
円
増
額
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
を
3
億
8
3
9
9
万
8

千
円
と
し
ま
し
た
。
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

公
共
下
水
道
事
業
に
お
け
る
烏
山
中
央
処
理

区
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
通
報
装
置
の
修

繕
お
よ
び
下
水
道
事
業
に
お
け
る
消
費
税
の

増
額
で
す
。

〇
企
業
会
計

　

水
道
事
業
会
計
予
算
の
収
益
的
支
出
を
、
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・
地
域
経
済 
牽  
引 
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域

け
ん 
い
ん

の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
伴
い
、「
市
地
域
経
済
牽
引
事

業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤

強
化
を
図
る
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
に
関
す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
境
診
療
所
の
用
途
廃
止
に
伴
い
、「
市
国

民
健
康
保
険
診
療
所
設
置
、
管
理
及
び
使
用

料
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施

行
に
伴
い
、「
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
府
令
の
施
行
に
伴
い
、「
市
特
定

教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」

を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
荒
川
体
育
館
の
廃
止
に
伴
い
、「
市
運
動

条
例
の
一
部
改
正

1
3
2
万
円
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
5
億
4
9
3
5
万
円
と
し
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
、
水
道
庁
舎
電
気
設
備
の
修
繕
費
で

す
。

　

ま
た
、
資
本
的
支
出
は
、
5
7
0
4
万
7

千
円
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
6
億

8
4
3
0
万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
、
県
が
発
注
予
定
の
中
央
地
内
共
同
溝

設
置
に
伴
う
、
配
水
管
布
設
替
工
事
費
で
す
。

・
市
教
育
委
員
会
委
員
に
橋
本
里
恵
氏
を
任

命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

・
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
横

山
通
有
氏
、
岩
附
淳
一
氏
、
鈴
木
英
男
氏
を

再
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

各
委
員
会
委
員
の
人
事

施
設
設
置
、
管
理
及
び
使
用
料
条
例
」
を
一

部
改
正
し
ま
し
た
。

議
決
事
項

・
今
年
6
月
の
豪
雨
で
被
災
し
た
農
地
・
農

業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
を
市
営
で
施
行
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

・
令
和
元
年
度
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
年
度
末
残
高
5
億
5
7
7
3
万
8

8
5
3
円
の
う
ち
1
0
0
0
万
円
を
減
債
積

立
金
に
、
5
0
0
0
万
円
を
建
設
改
良
積
立

金
に
積
み
立
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
他

・
車
両
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

及
び
和
解
に
関
す
る
専
決
処
分
1
件
を
報
告

し
ま
し
た
。

・
一
般
財
団
法
人
那
須
烏
山
市
農
業
公
社
か

ら
提
出
さ
れ
た
、「
令
和
元
年
度
経
営
状
況
」

を
報
告
し
ま
し
た
。

・「
令
和
元
年
度
決
算
に
係
る
健
全
化
判
断

比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
」
を
報
告
し
ま

し
た
。

第
5
回
教
育
委
員
会
（
4
月　

日
晶
）

24

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
令
和
2
年
度
那
須
烏
山
市
奨
学
生
の
決
定
を
承
認

○
令
和
2
年
度
那
須
烏
山
市
立
小
中
学
校
主
任
等
を
承
認

○
令
和
2
年
度
那
須
烏
山
市
学
校
評
議
員
の
委
嘱
を
承
認

○
令
和
2
年
度
市
費
非
常
勤
講
師
等
の
配
置
を
承
認

○
夏
季
休
業
日
の
変
更
を
決
定

○
適
応
指
導
教
室（
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ
ス
）解
体
工
事
を
決
定

○
那
須
烏
山
市
荒
川
体
育
館
解
体
工
事
を
決
定

第
6
回
教
育
委
員
会
（
5
月　

日
晶
）

22

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定
を
承
認

○
令
和
2
年
度
那
須
烏
山
市
一
般
会
計
（
教
育
費
関
係
）
補

正
予
算
（
第
2
号
）
を
決
定

○
那
須
烏
山
市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
設
置
、
管
理
及

び
使
用
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
を
決
定

第
7
回
教
育
委
員
会
（
6
月　

日
晶
）

26

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定
を
承
認

○
夏
季
休
業
日
の
変
更
を
決
定

▼
そ
の
他
の
出
席

・
4
月
1
日
昌

教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
及
び
教
職
員

辞
令
交
付
式

・
4
月
9
日
昭

中
学
校
入
学
式

・
4
月　

日
晶

小
学
校
入
学
式

10

・
5
月　

日
昌

塩
谷
南
那
須
地
区
教
育
委
員
会
連
合
会

13

定
例
会
・
総
会
出
席

・
6
月
9
日
昇

、　

日
昇

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
準

16

備
委
員
会
出
席

・
6
月　

日
晶

レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ
ス
運
営
委
員
会
出
席

12

那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
会
報

2
年
度「
第
1
四
半
期
」4
月
～
6
月

　8月28日晶、「とちぎの道現場検証」
が、熊田と下境で行われました。
　これは、市内の道路整備を現場に
立って考え、課題や整備の必要性を検
証するために毎年行っているもので、
市長をはじめ市や県烏山土木事務所、
地元小学校、自治会の関係者など約15
人が参加しました。
　検証した道路は、主要地方道那須烏
山矢板線と那須黒羽茂木線で、両路線
ともスクールバス停に集まる児童が利
用していますが、歩道がなかったり、
カーブが急であったりと、危険な個所
が見受けられました。
　視察後は、参加者から意見が出され
たほか、県から今後の道路整備計画な
どが説明されました。

熊田と下境で
とちぎの道現場検証

現場検証を行う参加現場検証を行う参加者者
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新型コロナ

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

県
内
で
7
例
目

に
緩
和
。
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
5
0
0
0

人
の
人
数
制
限
を
撤
廃
し
、
会
場
収
容

人
数
の　

％
ま
で
、
規
模
が
小
さ
く
感

50

染
リ
ス
ク
が
低
い
映
画
館
や
劇
場
な
ど

で
の
催
し
は
満
席
と
な
る
こ
と
も
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
支
援
事
業

「
G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
」
の
対
象
か
ら

　

世
界
中
に
感
染
が
拡
大
し
て
い
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
感
染
者

数
は
、　

月
1
日
昭

に
3
3
8
0
万
人

10

を
超
え
、
死
亡
者
数
は
1
0
0
万
人
以

上
に
上
り
ま
し
た
。

　

国
で
は
、　

日
松

か
ら
プ
ロ
ス
ポ
ー

19

ツ
や
映
画
館
な
ど
の
人
数
制
限
が
大
幅

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

除
外
し
て
い
た
東
京
都
を　

月
1
日

10

昭

か
ら
追
加
し
た
ほ
か
、
G
o
T
o

イ
ー
ト
を
始
め
ま
し
た
。

　

国
内
全
体
で
は
、
新
規
感
染
者
が

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
県
内
で
は
、

引
き
続
き
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
な

ど
注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
、
9
月

　

日
捷

に
は
、
佐
野
市
の
ホ
ー
ム

14パ
ー
テ
ィ
ー
で
6
例
目
の
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
、
1
日
当
た
り
の
感

染
者
数
と
し
て
は
過
去
最
大
の　

人
21

が
感
染
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
家
庭

内
感
染
で
陽
性
と
な
っ
た
人
が
目
立

ち
、
7
例
目
と
な
る
2
次
ク
ラ
ス

タ
ー
も
発
生
し
、　

月
1
日
昭

ま
で

10

に
関
連
す
る
感
染
者
は　

人
に
上
っ

70

て
い
ま
す
。
県
内
の
感
染
者
数
は
、

広
報
な
す
か
ら
す
や
ま
の
校
了
直
前

の　

月
5
日
捷

に
は
4
3
6
人
と
な

10
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
で
す
。

　

今
後
も
、
3
密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）

を
避
け
、
人
と
の
間
隔
を
で
き
る
だ

け
空
け
る
こ
と
や
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

手
洗
い
う
が
い
な
ど
一
人
ひ
と
り
が

新
し
い
生
活
様
式
の
も
と
感
染
症
対

策
を
継
続
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
で
す
。

支
援
の
輪
広
が
る

市
に
医
療
用
ガ
ウ
ン
を
寄
付

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
社
栃
木
工

場
ガ
ウ
ン
制
作
チ
ー
ム
が
栃
木
を
元

気
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て

作
成
し
た
も
の
で
、
市
で
は
今
後
、

避
難
所
な
ど
で
の
感
染
症
対
策
に
活

用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

9
月　

日
捷

、
市
役
所
烏
山
庁
舎

14

に
来
訪
し
、
川
俣
純
子
市
長
と
面
談

し
た
同
社
の
小
平
雅
久
代
表
取
締
役

社
長
は
、「
従
業
員
が
医
療
従
事
者

な
ど
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
作
っ
た
も
の
で
す
。

様
々
な
場
面
で
有
効
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

栃
木
日
産
自
動
車
販
売
㈱
が
、
医

療
用
ガ
ウ
ン
2
0
0
着
を
市
に
寄
付医療用ガウンを手渡した小平代表取締役社長（右医療用ガウンを手渡した小平代表取締役社長（右））

烏山学プラス
高校生が
地域の課題を考える！

に
お
け
る
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
テ
ー

マ
に
講
義
。
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
人
口
に
将
来
的
に
は
歯
止
め
を
か

け
、
目
指
す
べ
き
将
来
人
口
を
維
持
す

る
た
め
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、

本
市
が
抱
え
る
問
題
・
課
題
に
対
す
る

施
策
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。
受
講
し
た
生
徒
た
ち
か
ら
は
、

様
々
な
質
問
や
意
見
が
あ
り
、
有
意
義

な
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
今
後
、
選
択
分
野
の

中
か
ら
研
究
項
目
を
設
定
し
、
1
年
間

か
け
て
調
査
・
研
究
を
進
め
、
そ
の
結

果
の
報
告
・
提
言
を
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

9
月　

日
昭

、
地
域
社
会
で
活
躍
す

10

る
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
烏
山
高
校
の

地
域
学
習
「
烏
山
学
＋
（
プ
ラ
ス
）」
が
2

年
生
約
1
9
0
人
を
対
象
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
市
職
員
が
「
商
工
・
観
光
」、

「
建
設
・
土
木
」、「
教
育
」、「
ス
ポ
ー

ツ
」、「
農
業
」、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
6

分
野
で
講
義
。
受
講
し
た
生
徒
た
ち
は
、

自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
を
選
択
し
、

市
の
現
状
や
抱
え
て
い
る
課
題
か
ら
市

の
将
来
を
考
え
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
講
座
で
は
、
総
合

政
策
課
の
職
員
が
第
2
期
那
須
烏
山
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

市
職
員
に
よ
る
講
義
に
真

剣
に
耳
を
傾
け
る
生
徒
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う
子
ど
も
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
」、

「
女
性
の
活
躍
推
進
に
関
す
る
こ
と
」、

「
地
域
の
活
性
化
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
関
す
る
こ
と
」
を
追
加
し
、
更
な

る
協
力
体
制
を
図
り
ま
す
。

　

塩
野
目
弘
人
烏
山
仲
町
郵
便
局
長
は
、

「
こ
れ
ま
で
高
齢
者
や
子
ど
も
の
異
変
、

道
路
異
状
や
不
法
投
棄
の
発
見
時
に
情

報
提
供
を
行
う
な
ど
連
携
を
し
て
き
た
。

今
後
は
、
郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
郵

便
局
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
と
日
本
郵
便
株
式
会
社
は
、
9
月

　

日
晶

、
市
役
所
烏
山
庁
舎
で
「
市
と

18日
本
郵
便
株
式
会
社
と
の
包
括
連
携
に

関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
市
と
郵
便
局
が
協
力

し
て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
い
う
も
の
。
同
社
と
は
、
平
成　
29

年
6
月
に
基
本
協
定
や
防
災
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
項
目
を

追
加
し
包
括
連
携
協
定
と
し
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、「
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し

の
実
現
に
関
す
る
こ
と
」、「
地
域
経
済

活
性
化
に
関
す
る
こ
と
」、「
未
来
を
担

市
と
日
本
郵
便
株
式
会
社
が

地
域
活
性
化
へ
包
括
連
携
協
定

協
定
を
締
結
し
た
川
俣
純
子
市
長

と
市
内
郵
便
局
局
長
の
み
な
さ
ん

国民体育大会クイズ
　国民体育大会に関するクイズの第　弾！今回2
は国体の競技に関するクイズを出題します！
第　問（初級）…いちご一会とちぎ国体には、「正1
式競技」、「公開競技」、「デモンストレーション
スポーツ」を含め　種類ありますが、あと　つ4 1
は次のうちどれでしょう？
①水中競技　②特別競技　③非正式競技
第　問（中級）…いちご一会とちぎ国体で開催さ2
れる「正式競技」はいくつあるでしょう？
①12競技　②37競技　③50競技
第　問（中級）…本市では「デモンストレーショ3
ンスポーツ」の競技を開催します。その競技は
次のうちどれでしょう？
①ウォーキング　②アームレスリング　③ペタ
ンク
≪答え≫
第　問：②正解は「特別競技」です。特別競技1
は高校野球の　競技しかないためとても覚えや1
すいですね。
第　問：②国体には37の競技があります。東京2
オリンピックの競技数よりも多いって知ってい
ましたか？
第　問：①ウォーキングは本市以外にも「鹿沼3
市」、「益子町」で開催される予定です。

　

同
会
は
平
成
8
年
に
発
足
し
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
に
悩
む
人
や
そ
の
家
族

の
相
談
に
応
じ
た
り
、
自
ら
の
体
験
談

を
語
っ
た
り
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

か
ら
回
復
す
る
た
め
の
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

現
在
は
4
人
の
正
会
員
と
そ
の
家
族

な
ど
8
人
で
活
動
し
て
お
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

一
時
は
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
感
染

症
対
策
を
十
分
に
し
、
再
開
し
て
い
ま

す
。

　

9
月　

日
松

の
例
会
に
は
、
会
員
ら

26

6
人
が
参
加
。「
飲
酒
し
て
い
た
頃
に

体
験
し
た
こ
と
」
や
「
家
族
の
苦
悩
」

な
ど
の
酒
害
体
験
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

同
会
の
船
山
廣
支
部
長
は
、「
断
酒

会
に
参
加
し
、
体
験
談
な
ど
を
聞
く
こ

と
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
脱
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
。
一
人
で
も
多
く
の

人
が
酒
害
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
嬉
し
い
。
今
後
も
活
動
を
続
け
、
酒

害
者
や
そ
の
家
族
の
気
持
ち
を
楽
に
す

る
場
に
な
れ
ば
と
思
う
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

お
酒
に
悩
ん
で
い
る
人
や
、
そ
の
家

族
な
ど
、
1
人
で
悩
ま
ず
断
酒
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
合　

緯
0
2
8
7－

　

－

2
7

88

2
9
（
船
山
方
）

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
患
者
と
そ
の

家
族
な
ど
で
つ
く
る
自
助
団
体
「
栃
木

県
断
酒
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
北
部
断
酒
会
烏

山
支
部
」
が
毎
週
土
曜
日
の
午
後
7
時

か
ら
9
時
ま
で
烏
山
南
公
民
館
で
活
動

（
例
会
）
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
は
、
大
量
の

お
酒
を
長
期
に
わ
た
っ
て
飲
み
続
け
る

こ
と
で
、
お
酒
が
な
い
と
い
ら
れ
な
く

な
る
状
態
で
す
。
そ
の
影
響
は
、
精
神

面
だ
け
で
な
く
身
体
面
に
も
現
れ
、
仕

事
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
生
活
面
に
も

支
障
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ

ー
ル
が
抜
け
る
と
、
イ
ラ
イ
ラ
や
神
経

過
敏
、
不
眠
、
頭
痛
な
ど
様
々
な
症
状

が
現
れ
、
そ
れ
を
抑
え
る
た
め
に
飲
酒

を
繰
り
返
す
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
闘
う

栃
木
県
断
酒
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
烏
山
支
部

体験談を語り合う参加者



10広報なすからすやま 2０20.10

マイナンバーカードを作って
マイナポイントをもらおう

　

み
な
さ
ん
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
は

持
っ
て
い
ま
す
か
?

　

9
月
1
日
昇

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

で
申
し
込
み
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

サ
ー
ビ
ス
で
2
万
円
分
の
チ
ャ
ー
ジ
や
買
い

物
を
す
る
と
利
用
金
額
の　

％
分
（
5
0
0
0

25

円
上
限
）
の
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
が
も
ら
え
、

買
い
物
に
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
来
年
3

月
か
ら
は
、
医
療
機
関
や
薬
局
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で

き
る
予
定
で
す
。（
例
外
あ
り
）

　

そ
こ
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方

法
や
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
、
健
康
保
険
証
と
し
て

利
用
す
る
た
め
の
申
込
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
、
郵
送
で
申
請
す
る
と
、

約
1
か
月
後
に
交
付
通
知
書
が
申
請
者
の
自

宅
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
電
話
で
受
け
取
り
日
時
の
予

約
を
し
、
交
付
場
所
に
必
要
な
持
ち
物
を
持

参
す
る
と
、
本
人
確
認
の
う
え
、
暗
証
番
号

を
設
定
す
る
こ
と
で
カ
ー
ド
を
受
け
取
れ
ま

す
。

　

申
請
用
紙
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

ド
の
下
段
に
付
属
し
て
い
ま
す
が
、
失
く
し

て
し
ま
っ
た
人
や
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は

市
民
課
（
緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
6
）
ま
で
お

83

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
!

　

最
大
1
人
当
た
り
5
0
0
0
円
分
の
ポ
イ

ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
申
し
込
み

で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
9
月
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、
予
約
者
数
が
国
の
予
算
に
達

成
す
る
と
締
め
切
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
は
、
市
役
所
烏
山
庁
舎
の
市
民
課
内

で
支
援
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請

く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
申
し

込
み
方
法

　

来
春
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
に
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
で
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
（
※
1
）
か
ら
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。（
パ
ソ
コ
ン
で
申
し
込
む
場
合
は
、
I
C
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
す
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
申
し
込
み

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
（
※
2
）
の
暗
証
番
号
（
受
取
時
に

登
録
し
た
数
字
4
桁
）
を
準
備
す
る
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

A
P
（
※
3
）（
i
P
h
o
n
e
用
ま
た
は
A
n
d
r
o

i
d
用
）」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。

③
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
A
P
」
を
起
動
し
、

画
面
に
沿
っ
て
申
し
込
む
。

パ
ソ
コ
ン
で
の
申
し
込
み

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号
を
準
備
す
る
。

②
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
パ
ソ
コ
ン
に
接

続
す
る
。

③
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
A
P
」
ソ
フ
ト
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。

④
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
A
P
」
を
起
動
し
、

画
面
に
沿
っ
て
申
し
込
む
。

健
康
保
険
証
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
で
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

・
就
職
や
転
職
、
引
越
を
し
て
も
健
康
保
険

証
と
し
て
使
え
ま
す
。（
医
療
保
険
者
へ
の
加
入
の

届
出
は
引
き
続
き
必
要
で
す
）

・
初
め
て
の
医
療
機
関
で
も
、
今
ま
で
に

使
っ
た
正
確
な
薬
の
情
報
を
医
師
な
ど
と
共

有
で
き
ま
す
。（
同
意
が
必
要
で
す
）

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
特
定
健
診
情
報
や
薬

剤
情
報
、
医
療
費
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
医
療
費
情
報

の
自
動
入
力
で
、
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除

が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

・
限
度
額
適
用
認
定
証
が
無
い
場
合
で
も
、

高
額
療
養
費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
以
上
の

支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
1　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
：
政
府
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
。

※
2　

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
際
に
本
人
確
認
の
た
め

利
用
す
る
電
子
証
明
書
。

※
3　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
A
P
：
オ
ン
ラ
イ
ン
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
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親
子
で
ま
ち
な
か
を
歩
き
、
看
板
や
の

ぼ
り
旗
な
ど
か
ら
「
も
じ
（
ひ
ら
が
な
・

カ
タ
カ
ナ
）」を
探
し
集
め
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

主
催
し
た
平
野
達
朗
代
表
は
、「
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
自
粛
が
続
く
中
で
、
わ

く
わ
く
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

け
な
い
か
と
思
っ
た
。
最
後
に
表
彰
状

を
受
け
取
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情
が

印
象
的
だ
っ
た
。
今
後
も
感
染
症
対
策

を
し
な
が
ら
何
か
し
ら
企
画
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
し
る
べ
ぇ
～
ま
ち
を
あ
る
い

て
い
ろ
ん
な
供
も
じ
僑
を
あ
つ
め
よ
う

!
～
」
が
、
9
月　

日
掌

、
烏
山
市
街

13

地
で
開
か
れ
、
親
子
連
れ
な
ど　

人
が

46

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
市
内
の
イ
ベ
ン
ト

が
延
期
や
中
止
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
の
機
会
が
減
り
つ
つ
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
育
園
な
ど
の
保
護
者
有
志
が

結
成
し
た
「
な
す
か
ら
子
結
び
団
」
が

初
め
て
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
。
当
日
は
、

な
す
か
ら
子
結
び
団

ま
ち
を
探
検
し
て「
も
じ
」集
め
!

館
に
整
備
し
、
7
月
か
ら
は
ス
タ
ッ
フ

研
修
を
行
う
な
ど
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
毎

週
金
曜
日
の
午
前　

時
か
ら　

時
ま
で

10

11

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
に
よ

り
軽
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
事
業
を
自
治
会
公
民
館
で
展
開
し
ま

す
。

　

市
で
は
、
ま
す
ま
す
進
む
高
齢
社
会

を
踏
ま
え
、
地
域
で
支
え
合
う
体
制
づ

く
り
と
合
わ
せ
、
未
設
置
の
自
治
会
へ

の
拡
大
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
認
知
症
や
介
護
予
防
、
閉

じ
こ
も
り
の
防
止
、
生
き
が
い
づ
く
り

な
ど
の
た
め
に
、
楽
し
み
な
が
ら
地
域

交
流
を
図
る「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
里
」

が
、
9
月
4
日
晶

上
境
中
組
自
治
会
で

新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

当
自
治
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

「
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
孤
立
を

生
ま
な
い
た
め
に
地
域
の
つ
な
が
り
が

重
要
」
と
の
思
い
か
ら
、
4
月
に
管
理

運
営
委
員
会
（
池
田
久
雄
会
長
）
を
設
置
。

6
月
に
エ
ア
コ
ン
や
イ
ス
な
ど
を
公
民

市
内

か
所
目

15
上
境
中
組
に
ふ
れ
あ
い
の
里

軽
体
操
を
行
う
上
境
中
組

ふ
れ
あ
い
の
里
参
加
者

?
」
と
驚
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

茂
木
方
面
の
火
山
か
ら
流
れ
込
ん
で

き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
川
層
群
の
特
徴
と
し
て
、
大
小

様
々
な
大
き
さ
の
岩
石
が
入
り
混

じ
っ
て
い
ま
す
。
那
須
烏
山
地
域
南

部
か
ら
茂
木
地
域
に
か
け
て
広
く
分

布
し
、
龍
門
の
滝
や
ど
う
く
つ
酒
蔵

な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
川
層
群
の
一
部
に
は
、

植
物
化
石
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の

化
石
の
成
分
が
変
化
し
て
で
き
る「
亜

炭
」
は
一
般
用
炭
と
し
て
利
用
さ
れ

る
た
め
、
か
つ
て
は
こ
の
地
域
で
も

採
掘
さ
れ
、
産
業
の
1
つ
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、「
荒
川
層
群
」
を
紹
介
し

ま
す
。

　

今
回
は
、
中
川
層
群
を
紹
介
し
ま
す
。

　

中
川
層
群
と
は
、
約
1
7
0
0
万

年
前
～
1
8
0
0
万
年
前
（
中
新
世
前

期
）
の
火
山
岩
・
火
砕
岩
な
ど
の
火
山

噴
出
物
を
主
体
と
し
た
、
陸
成
層（
陸

の
時
代
の
地
層
）
で
す
。「
火
山
噴
出
物

41

～
那
須
烏
山
市
の
地
層
特
集
～

中川層群の中川層群の中川層群の

龍門の滝龍門の滝
どうくつ酒蔵どうくつ酒蔵

中川層群（森田）火山噴出物により滝になった龍門の滝

看
板
に
書
か
れ
た
「
も
じ
」
を

集
め
る
親
子
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※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

〇
す
っ
か
り
秋
に
な
り
ま
し
た
。

涼
し
く
心
地
良
い
風
が
吹
い
て

い
る
の
で
休
日
は
お
昼
寝
す
る

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
い
つ

も
2
時
頃
に
お
昼
寝
し
て
し
ま

う
の
で
す
が
、
目
を
覚
ま
す
と
6
時
に
。

お
昼
寝
を
通
り
越
し
て
睡
眠
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

〇
秋
と
言
え
ば
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
紅
葉
が

始
ま
り
ま
す
ね
。
市
内
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト

と
い
え
ば
、「
関
東
の
嵐
山
」
と
も
呼
ば
れ

る
落
石
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
水
面
に
映
る

紅
葉
に
は
毎
年
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

落
石
や
龍
門
の
滝
な
ど
で
は　

月
中
旬
頃

10

か
ら
サ
ケ
の 
遡 そ 
上 
か
ら
見
ら
れ
ま
す
の
で

じ
ょ
う

ぜ
ひ
、
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

〇
皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
秋
を
お
過
ご
し
で

す
か
？
読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸

術
の
秋
、
行
楽
の
秋
…
。
先
日
、
朝
ご
は

ん
に
パ
ン
を
食
べ
て
い
た
時
、
熱
い
視
線

を
感
じ
ま
し
た
。
視
線
を
感
じ
る
方
に
目

を
向
け
る
と
、
パ
ン

を
欲
し
が
っ
て
い
る

も
も
（
犬
）
が
。
ど
う

や
ら
も
も
に
は
食
欲

の
秋
が
到
来
し
た
よ

う
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

久
保
居　
 
和 　
 
鈴 （
俊
之
・
厚
子
）南
大
和
久

す 

ず

大　

金　
 
弘 　
 
忠 （
崇
裕
・
紀
絵
）森　
　

田

ひ
ろ 

た
だ

中　

山　
 
瑞 　
 
紀 （ 
崇 
・久
美
子
）八
ケ
代

み
ず 

き

段　
　
　
 
允 　
 
軒 （
暁
麟
・
孫
怡
）曲　
　

畑

い
ん 

け
ん

玉　

造　
 
湊 　
 
翔 （
拓
磨
・な
つ
き
）田
野
倉

み
な 

と

お
め
で
た

お
めめ
で
た

お
め
で
た

お
め
で
た

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

オ
ク
ト
ー
バ
ー
・
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
2
0
2
0

1
位
目
指
し
て
走
ろ
う
！
歩
こ
う
！

　
　

月　

日
松

ま
で
、（
一
財
）
ア
ー
ル
ビ
ー

10

31

ズ
ス
ポ
ー
ツ
財
団
主
催
の
「
オ
ク
ト
ー

バ
ー
・
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
2
0
2
0
」
が

開
催
さ
れ
、
本
市
も
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
対

抗
戦
に
自
治
体
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、　

月
1
日
昭

～　

日
松

の
1

10

31

か
月
間
の
走
行
・
歩
行
距
離
を
全
国
の
参

加
自
治
体
間
ま
た
は
個
人
間
で
競
い
合
う

バ
ー
チ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
で
、「
な
す
か
ら

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。
種
目
は「
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
部
」

と
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
」
が
あ
り
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
人
で
あ
れ

ば
、
誰
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
専
用
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
歩
い
た
り
走
っ
た
り
す
る
こ

と
で
、
日
々
の
走
行
・
歩
行
距
離
が
記
録

さ
れ
、　

市
民
の
皆
さ
ん
の
走
行
・
歩
行
距

離
の
合
計
が
得
点
と
な
り
、
チ
ー
ム
と
し

て
他
の
自
治
体
と
競
い
合
い
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
、
抽
選
で
総
額
5
千
万
円

分
の
ラ
ン
ナ
ー
ズ
特
製
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
が
当
た
り
ま
す
。（
※
）

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
心

肺
機
能
の
向
上
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
だ

け
で
な
く
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
精
神
面

に
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
を
身

に
付
け
て
、
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
！

　

参
加
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
9
月
に
全

戸
配
布
し
た
チ
ラ
シ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合　

生
涯
学
習
課

緯
0
2
8
7－

　

－

6
2
2
3

88

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

野
木
浩
志
様
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
か
ら
2

万
円
、
羽
鳥
広
宣
様
（
東
京
都
港
区
）
か
ら
3

万
円
、
加
藤
淳
一
様
（
東
京
都
大
田
区
）
か
ら

4
万
円
、
匿
名
希
望
者
様　

人
か
ら
合
計　

20

67

万
2
千
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

ごごごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
第　

回
市
民
射
撃
大
会
（
8
月
9
日
掌
、
那
須

15

国
際
射
撃
場
）

【
ト
ラ
ッ
プ
の
部
】
▽
優
勝
：
大
輪
浩
之

（
下
境
）
▽
準
優
勝
：
和
久
勝
行
（
下
川
井
）
▽

第
3
位
：
阿
久
津
進
（
南
2
丁
目
）

【
ス
キ
ー
ト
の
部
】
▽
優
勝
：
鈴
木
叶
（
野

上
）
▽
準
優
勝
：
小
原
澤
文
雄
（
大
桶
）
▽
第

3
位
：
佐
藤
亨
一
（
下
境
）

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

※
参
加
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
抽
選
対
象
や

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
対
抗
戦
に
ラ
ン
キ
ン

グ
さ
れ
る
に
は
、
S
p
o
r
t
s　
N
e
t

　

I
D
（
新
規
登
録
無
料
）
と
の
連
携
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、「
オ
ク
ト
ー

バ
ー
・
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
」
の
大
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館　　☎0287-82-3062　Fax82-7566

Information

市の人口市のの人人口市の人口市の人口

着着着着新新新新
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図図図図書書書書
2020.9.1現在
（　）対前月比

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

12,313 女
死亡
転出

12,368

人口 24,681（－55）

世帯数 9,266

44
58

5
42

★一般図書★
『あなたを閉じこめる「ずるい言葉」』

　森山　至貴
『ミュージアムを知ろう』横山　佐紀
『志村けん160の言葉』　  志村　けん
『シルバー川柳　いつでも夢を編』

　みやぎシルバーネット
『類』　　　　　　　　朝井　まかて
『かきがら』　　　　　　小池　昌代
『もう、聞こえない』　　  誉田　哲也
『降るがいい』　　　　　佐々木　譲

★児童図書★
『小学生からのなんでも法律相談　　巻』1

　小島　洋祐
『はじめてのうちゅうずかん』

　渡部　潤一
『まちがいさがしたのしい春夏秋冬』

　朝日新聞出版

『にゃんたる刑事』　カワダ　クニコ
『トイレのブリトニー』　　辻　貴司
『まほうのハッピーハロウィン』

　石津　ちひろ
『これがぼくらにぴったり！』

　アン　ローズ
『ばんそうこうくださいな』

　矢野　アケミ
★CＤ★

『ＳＴＲＡＹ　ＳＨＥＥＰ』　  米津　玄師
『ＴＨＥ　ＢＥＳＴ』

ＥＸＩＬＥ　ＴＨＥ　ＳＥＣＯＮＤ
『834・194』　　　　サカナクション
『粋ｉｋｉ』　　　　　　　石川　さゆり
『ＴＵＧＡＲＵ』　　　　　 上妻　宏光
『♯ＴＷＩＣＥ　』　　　　　  ＴＷＩＣＥ2
『アメリカン・スタンダード』

　ジェイムス・テイラー

俳　

句

水
野　

信
一　

選

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

処
暑
の
朝
模
様
替
へ
し
て
曽
孫
待
つ

平
澤
フ
サ
子（
金　

井
）

猛
暑
さ
へ
笑
ひ
と
ば
せ
る
逞
し
さ

古
内　

晴
代（
金　

井
）

汗
一
斗
育
つ
野
菜
の
い
と
旨
し須

田　

孝
子（
城　

東
）

祭
り
終
ふ
終
電
ま
で
も
飲
み
交
は
し

西
森　

一
雄（
南
大
和
久
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

振
り
返
り
悲
㐂
こ
も
ご
も
の
あ
る
八
十
路

荻
野
目
香
津（
中　

央
）

仕
方
な
く
家
業
を
守
る
こ
と
に
な
り

南　

美
保
子（
福　

岡
）

旧
友
に
そ
っ
と
話
し
た
苦
い
過
去

杉
山
幸
栄
子（
八
ケ
代
）

新
聞
も
コ
ロ
ナ
ニ
ュ
ー
ス
で
埋
め
尽
く
す

萩
原　

宣
子（
中　

央
）

短　

歌

滝
口　

節
子　

選

コ
ロ
ナ
禍
に
息
子
は
帰
省
せ
ぬ
と
言
う
写
真
の
孫
は

大
き
く
な
り
ぬ　
　
　
　
　

柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

コ
ン
ビ
ニ
の
ベ
ン
チ
で
毎
朝
開
か
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
片

手
に 
親
爺 
の
サ
ロ
ン　
　
　

小
池　

千
秋（
小　

倉
）

お
や
じ

片
乳
房
捥
が
る
る 
思 
ひ
に
子
は 
発 
ち
ぬ
嫁
を
生
き
抜

も 

た

く 
光
源 
な
り
し
を　
　
　
　

三
森　

純
子（
中　

央
）

ひ
か
り

窓
外
に
広
ご
る
灯
り
こ
の
中
の
ひ
と
つ
に
帰
る
旅
愁

を
覚
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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2020.10
－
 N
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な
す
か
ら
す
や
ま

広報
〒
3
2
1－

0
6
9
2

栃
木
県
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号

編
集　

那
須
烏
山
市
総
合
政
策
課

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

　

9
月
に
入
り
市
内
の
各
小
学
校
や
幼
稚
園
・
保

育
園
で
運
動
会
が
続
々
と
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
時
間
を
短
縮
す
る
な
ど
の
対
策
を
し
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
練

習
の
成
果
を
発
揮
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

運
動
会
の
様
子
を
、
今
月
か
ら
写
真
で
紹
介
し

ま
す
。

①落とさずに運べるかな？（江川小）、②来
年はピカピカの１年生！（にこにこ保育園）、
③よーく狙って（すくすく保育園）、④　・　5 6
年生によるダンス（荒川小）、⑤かけっこ
よーいドン（つくし幼稚園）

運
動
会
続
々
と① 

② 

③ 

④ ⑤ 

①森田の彼岸花、②市内各
地で盛んに行われた稲刈り、
③ソバ畑は一面真っ白に

① 

③ ② 

稲刈りや彼岸花の開花盛ん
　　月に入り、田んぼの稲穂が色づくとともに、稲刈りが盛んに行われまし9
た。また、森田や高瀬など様々な場所で彼岸花やコスモスが花を咲かせたほ
か、市内各地のソバ畑にも一面に白い花が咲き乱れました。
　　月下旬からは観光りんご園がオープンし、家族連れなどの観光客でにぎ9
わいをみせています。さらに、10月下旬からは観光みかん園がオープンする
予定です。
　今月は、秋の訪れを写真で紹介します。

秋
本
番
！


